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キャリア教育充実のために
～効果測定とプログラム作成～

南大阪地域大学コンソーシアム

キャリア教育コーディネータ 黒木 淳

キャリア教育プログラムの
効果を測定
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効果測定の指標

①社会人基礎力（１２）

②文科省４能力８領域（８）

③ＰＩＳＡ型

④実践の中で見出される変容

①～④を統合し、

４領域１５項目に設定

※南大阪地域大学コンソーシアム
『キャリア教育プロジェクト研究会報告書
Education for the future』2007年、参照。
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キャリア教育でついた力
南大阪地域大学コンソーシアム

測定項目 N
事前 事後

変化
有意
確率平均値 標準偏差 平均値 標準偏差

①主体性 68 2.62 0.69 3.00 0.65 △ **

②働きかけ力 68 2.59 0.74 3.04 0.68 △ **

③実行力 67 2.43 0.72 2.79 0.83 △ **

④課題発見力 67 2.60 0.76 3.04 0.71 △ **

⑤計画力 68 2.63 0.75 2.78 0.71 ⇔ n.s.

⑥創造力 67 2.45 0.72 2.90 0.78 △ **

⑦発信力 68 2.43 0.76 2.99 0.76 △ **

⑧傾聴力 68 2.68 0.72 2.97 0.86 △ *

⑨柔軟性 67 2.61 0.76 2.88 0.75 ⇔ +

⑩状況把握力 65 2.94 0.77 3.18 0.66 △ **

⑪規律性 68 2.81 0.82 3.04 0.80 ⇔ +

⑫情報収集力 67 2.79 0.86 2.93 0.82 ⇔ n.s.

⑬職業理解力 66 2.50 0.69 2.98 0.67 △ **

⑭説得力 68 2.37 0.73 2.84 0.70 △ **

⑮プレゼンテーショ
ン力

67 2.69 0.82 3.01 0.77 △ **

+はp<.10，*はp<.05，**はp<.01

測定項目 N
事前 事後

変化
有意
確率平均値 標準偏差 平均値 標準偏差

考え抜く力 65 2.60 0.53 2.93 0.51 △ **

チームで働く力 62 2.70 0.44 3.03 0.53 △ **

伝える力 67 2.49 0.62 2.94 0.65 △ **

前に踏み出す力 67 2.54 0.50 2.95 0.56 △ **

**はp<.01
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◆本調査は、授業全体の事前、事後に測定した結果です。
・ほとんどの項目で確かな能力の伸びを確認できた
・目標としている人間基礎力の育成に効果がある

◆本効果測定を実施することで以下に活用できます。
・子どもたちの獲得スキルの確認
・教育プログラムの内容チェックに活用
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本調査結果がキャリア
教育による効果である
ことを確認するために、
統制群としてキャリア
教育未実施校で実施校
と同時期に調査した結
果が以下である

南大阪地域大学コンソーシア
ム

キャリア教育既実施校による効果測定結果（H19）

0.90

1.00

1.10

1.20

前に踏み出す力

考え抜く力

チームで働く力

伝える力

自己肯定感

達成動機

職業観

社会的関心

事前

事後

コンソプログラム実施校

南大阪地域大学コンソーシアム

0.9

1

1.1

1.2

前に踏み出す力

考え抜く力

チームで働く力

伝える力

自己肯定感

達成動機

職業観

社会的関心

事前

事後

プログラム未実施校

0.9

1

1.1

1.2

前に踏み出す力

考え抜く力

チームで働く力

伝える力

自己肯定感

達成動機

職業観

社会的関心

事前

事後

別プログラム実施校9

南大阪地域大学コンソーシアム

毎回
調査

10

 4回目以降は、プログラム全体を通して、各項目とも全体的に数値は右肩上がりの傾向だが、一時的に7~8回、12回、
14回で、各項目の評価が下がっている。

 1回目が楽しかったという評価が高い。

 各項目とも最終回（16回目）の評価が最も高い。

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 第７回 第８回 第９回 第１０回 第１1回 第１2回 第１3回 第１4回 第１5回 第１6回

0.49 0.60 0.77 0.83 0.83 0.78 1.03 0.86 0.73 0.64 0.79 0.90 0.76 0.75 0.55 0.58 楽しかった

0.63 0.63 0.82 0.76 0.66 0.75 0.87 0.89 0.65 0.64 0.76 0.83 0.70 0.67 0.55 0.51 頑張って取り組んだ

0.90 0.98 0.72 0.76 0.83 0.84 0.63 0.66 0.73 0.87 0.65 0.86 0.55 0.48 人の意見をきちんと聞いた

0.91 0.96 0.76 0.91 0.90 0.84 0.73 0.72 0.78 0.86 0.79 0.71 0.68 0.51
相手に理解してもらうように伝
えた

0.87 0.80 0.78 0.85 0.79 0.83 0.72 0.71 0.72 0.87 0.73 0.73 0.62 0.45
自分のやるべきことがきちんと
できた

※第1・2回は、「人の意見をきちんと聞いた」「相手に理解してもらうように伝えた」「自分のやるべきことがきちんとできた」の各データの欠損値が多いため、データを省略

南大阪地域大学コンソーシアム

清水丘小（全体：６年生）
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今日の活動は楽しかった

今日の活動は頑張って取り組んだ

今日の活動では、グループの誰もが話し
やすいように心がけて、人の意見をきちん
と聞いた

今日の活動では、自分の考えをわかりや
すく整理して、相手に理解してもらうように
伝えた

今日の活動では、グループの中で、自分
のやるべきことがきちんとできた

授業の推移（子どもの取り組み意識）

※清水が丘小学校
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楽しかった 頑張って取り組んだ

人の意見をきちんと聞けた 相手に理解してもらえるように伝えた

自分のやるべきことがきちんとできた

図２．振り返り項目の平均値の推移（コンソプログラム実施校）
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◆子どもたちの授業への
関わり方をみることがで
きる。
→授業参加が低くなった
ときには、授業の工夫を
行う。
◆教え方飲み直しのバロ
メータに使う。



南大阪地域大学コンソーシアム
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学んだこと、教えたこと

検証することが重要！！

南大阪地域大学コンソーシアム
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効果測定を積極的に活用し、
その検証結果から改善し、

次の授業に活かしましょう！

PDCAサイクルを組込んだ授業の実現

キャリア教育プログラムを考えよう！

（２）多様なキャリア教育プログラム

多様なキャリアプログラム
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キャリア教育で大切なこと

①目的

キャリア教育を通して、子どもたちがどうなっ
て欲しいですか？

②課題の背景・原因（真の課題）

その願いや希望はなぜ必要ですか？

③つけたい力

キャリア教育プログラムを通して、つけたい力
はなんですか？

しっかりと言語化する！
常に意識する！
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・本モノとの出会いがある
社会的リアリティが持ち込まれている

・社会的視点が入っている
人のため、社会のため、地球のため

・人の喜ぶ顔がイメージできる（ターゲットを明確化）
・「私ならこうする！」一人称で語ることができるようになる
・働くことがリアリティをもって受け止めることができるように
なる
・将来の夢を描けるようになる

キャリア教育プログラムの提案！



心にスイッチが入る

勝手に動き出す

自ら考え、行動する子どもの誕生！
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学力向上にもつながる！

プログラムを“見る”ポイント

①目的

どんな目的意識を持っているか？

②目的の原因や背景

なぜその目的が必要なのか？

③プログラムでつくスキル

どんな力が子どもたちにつくのか？

（効果の測定・検証）

③単元テーマを論拠や表現に活
用するとよい教科＜算数＞
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キャリア教育プログラムを考えよう！

プログラム作成のポイント

ポイント
キャリア教育に必要なプログラム

考える力を
使いきるプログラム

考える力を
使いきるプログラム

協働が絶対に
必要なプログラム

協働が絶対に
必要なプログラム

企業や社会の

生の課題
を扱うプログラム

企業や社会の

生の課題
を扱うプログラム

企業や社会の
ホンモノを持ち込め！
ホンキを持ち込め！
ハードルを持ち込め！

社会とのつながりを
感じるプログラム

社会とのつながりを
感じるプログラム

通常の教科教育に
つながるプログラム

通常の教科教育に
つながるプログラム

単なる見学や体験では
キャリア教育にはならない！



キャリア教育プログラムを作ってみよう！ キャリア教育プログラムを作ってみよう！


